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Memo:

夏休み親子見学会
場所：原子力発電所展示館

　８月７日（金），市内の小中学生とその保護者を対象に夏
休み親子見学会を実施しました。見学先は，川内原子力発
電所と長島風力発電所の２箇所です。子供たちは，暑い中，
一生懸命学習していました。
★詳しくは，本紙５ページをご覧ください。

お／知／ら／せ
１１月に茨城県東海村と佐賀県玄海町の原子力関
連施設の視察研修を開催します。多数のご参加を
お待ちしております。

◉詳しくは本紙８ページをご覧ください。

原子力広報
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　本年６月１６日，鹿児島県知事に「川内原子力発電所
３号機増設計画に係る環境影響評価準備書」に対する環
境の保全の見地からの市長意見を提出しました。内容は
次のとおりです。
　なお，7月３１日には，鹿児島県知事意見が経済産業
大臣に対し提出されています。

　川内原子力発電所３号機増設計画に係る対象事業実施区域周辺は，川内川流域県立自然公園
に指定されている地域であり，ウミガメの上陸・産卵が見られるなど多様な動植物が生息・生
育し，その豊かな自然環境は当市にとって貴重な財産となっています。
　また，事業計画に係る主要輸送経路沿いは，学校等もあり，多くの市民の生活の場となって
おり，さらに，周辺海域は豊かな水産資源を有し，漁業も営まれる海域であります。
　これらのことから，自然環境はもとより，生活環境への影響にも十分配慮した環境保全対策
が望まれます。このため，予想される環境への影響が可能な限り回避・低減される措置が講じ
られることが必要と考え，以下のとおり意見を述べます。

川内原子力発電所３号機
増設計画に係る環境影響

評価準備書に対する

市長意見

意 見 内 容

（
１
）　

海
上
輸
送
の
環
境
保
全
措
置
と
し
て   

　
　

の
有
効
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

　
　
　

ま
た
、
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
に

　
　

係
る
海
上
輸
送
に
伴
う
窒
素
酸
化
物
の

　
　

予
測
及
び
評
価
の
記
載
が
不
十
分
で
あ

　
　

る
こ
と
か
ら
、
明
確
に
す
る
こ
と
。

（
２
）　

予
測
地
点
①（
久
見
崎
）及
び
③（
水

　
　

引
）
に
つ
い
て
は
、
工
事
用
資
材
等
の

　
　

搬
出
入
及
び
建
設
機
械
の
稼
働
の
双
方

　
　

か
ら
の
窒
素
酸
化
物
の
影
響
が
懸
念
さ

　
　

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
が
最
大
と

　
　

な
る
時
期
の
予
測
及
び
評
価
を
実
施
す

　
　

る
こ
と
。

（
３
）　

道
路
交
通
騒
音
の
予
測
地
点
⑤
（
御

　
　

陵
下
）
に
お
け
る
面
的
評
価
の
妥
当
性

　
　

に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
等
を
用
い
て
明
ら

　
　

か
に
す
る
こ
と
。

（
４
）　

評
価
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
工

　
　

事
関
係
車
両
及
び
建
設
機
械
の
稼
働
に

　
　

係
る
以
下
に
つ
い
て
詳
細
を
記
載
す
る

　
　

こ
と
。

　
　

ア　

窒
素
酸
化
物
及
び
粉
じ
ん
等
の
予

　
　
　

測
に
係
る
月
別
交
通
量
及
び
月
別
建

　
　
　

設
機
械
稼
働
量
並
び
に
粉
じ
ん
等
の

　
　
　

過
去
の
発
電
所
建
設
事
例
の
建
設
機

　
　
　

械
稼
働
量

　
　

イ　

騒
音
及
び
振
動
の
予
測
に
係
る
月

　
　
　

別
交
通
量
、
月
別
小
型
車
換
算
交
通

　
　
　

量
及
び
月
別
建
設
機
械
稼
働
量

（
１
）　

工
事
期
間
中
に
設
置
す
る
コ
ン
ク
リ

　
　

ー
ト
プ
ラ
ン
ト
か
ら
の
排
水
及
び
運
転

　
　

開
始
後
に
お
け
る
一
般
排
水
に
係
る
浄

　
　

化
槽
処
理
排
水
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ン
ト

　
　

の
種
類
、
浄
化
槽
規
模
及
び
計
画
排
水

　
　

量
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
な
環
境
保
全

　
　

措
置
を
検
討
の
上
、
予
測
及
び
評
価
を

　
　

実
施
す
る
こ
と
。

（
２
）　

水
の
濁
り
に
よ
っ
て
周
辺
海
域
や
漁

　
　

業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

　
　

浚
渫
工
事
に
お
い
て
は
汚
濁
防
止
膜
又

　
　

は
汚
濁
防
止
枠
を
常
時
設
置
す
る
こ
と
。

　
　
　

ま
た
、
調
整
池
、
仮
設
沈
殿
池
の
容

　
　

量
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

　
　

根
拠
と
な
る
想
定
雨
量
等
の
デ
ー
タ
を

　
　

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（
３
）　

１
号
機
か
ら
３
号
機
が
全
て
稼
働
し

　
　

た
場
合
に
お
け
る
温
排
水
放
水
に
伴
う

　
　

発
電
所
港
内
か
ら
の
取
水
温
度
に
つ
い

　
　

て
、
予
測
及
び
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
１
）　

ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
・
産
卵
す
る
久
見

　
　

 

崎
海
岸
は
埋
立
に
伴
い
狭
め
ら
れ
る
こ

と
、
ま
た
、
埋
立
地
周
辺
部
の
緑
化
計

画
は
ク
ロ
マ
ツ
の
幼
苗
を
中
心
と
し
た

植
栽
に
よ
る
騒
音
、
照
明
漏
れ
の
抑
制

を
図
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
ウ
ミ
ガ
メ

の
上
陸
・
産
卵
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
環
境
監
視
及
び
事
後
調

査
を
行
う
こ
と
。

（
２
）　

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
絶
滅
危
惧
Ⅰ

　
　

 

類
の
コ
ガ
タ
ノ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
タ
イ

ワ
ン
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
本
土
亜
種
及
び

ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
が
確
認
さ
れ
て
い
る

　
　

１　

大
気
環
境

　
　

２　

水
環
境

　
　

３　

動
物
及
び
植
物
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こ
と
か
ら
、
環
境
監
視
及
び
事
後
調
査

を
行
う
こ
と
。

（
３
）　

主
要
工
事
範
囲
内
で
確
認
さ
れ
た
陸  

　
　

 

生
植
物
の
重
要
な
種
又
は
群
落
並
び
に

陸
生
動
物
の
生
息
、
繁
殖
及
び
採
餌
環

境
と
な
っ
て
い
る
陸
生
植
物
は
、
代
償

措
置
に
よ
り
種
の
保
存
を
図
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
で
き
得
る
限
り
の
回
避
措

置
及
び
低
減
措
置
を
検
討
し
、
そ
の
経

過
及
び
結
果
を
記
載
す
る
こ
と
。

　
　
　

ま
た
、
検
討
の
結
果
、
移
植
又
は
播

　
　

種
等
に
よ
る
場
合
は
、
環
境
監
視
及
び

　
　

事
後
調
査
を
行
う
こ
と
。

 　

対
象
事
業
実
施
区
域
は
川
内
川
流
域
県 

　

 

立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
植
栽
樹
木
に
適
し
た
土
壌

の
改
良
や
枯
死
に
係
る
補
植
を
実
施
す
る

な
ど
、
植
栽
樹
木
の
育
成
環
境
の
整
備
に

努
め
、
自
然
公
園
の
風
致
景
観
を
考
慮
す

る
こ
と
。

　
　

産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
令

　

等
を
遵
守
し
、
適
正
な
処
理
が
な
さ
れ
る

　

よ
う
監
理
す
る
こ
と
。

（
１
）　

環
境
監
視
計
画
で
は
、
建
設
機
械
の

　
　

 

稼
働
に
伴
う
窒
素
酸
化
物
の
測
定
地
点

は
、
主
要
工
事
範
囲
内
の
プ
ラ
ン
ト
工

事
区
域
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
捨

場
工
事
区
域
に
お
け
る
環
境
監
視
を
実

施
す
る
こ
と
。

（
２
）　

土
捨
場
工
事
区
域
の
粉
じ
ん
等
の
環

　
　

 

境
監
視
は
行
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
根
拠
が
明
確
に
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
こ
と
か
ら
、
過
去
の

発
電
所
建
設
事
例
の
工
事
規
模
等
の
詳

細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
　
　

ま
た
、
明
ら
か
に
で
き
な
い
場
合
は
、        

　
　

定
量
的
な
予
測
及
び
評
価
を
実
施
す
る

　
　

こ
と
。

（
３
）　

工
事
期
間
中
の
粉
じ
ん
等
の
影
響
を

　
　

低
減
す
る
た
め
、
大
気
汚
染
防
止
法
に

　
　

基
づ
く
「
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
の
構

　
　

造
等
に
関
す
る
基
準
」
と
同
等
の
構
造

　
　

物
等
を
設
置
す
る
こ
と
。

（
４
）　

飛
砂
防
備
保
安
林
を
伐
採
す
る
こ
と

　
　

 

に
よ
り
、
工
事
期
間
中
の
影
響
及
び
植

栽
樹
木
が
十
分
育
成
す
る
ま
で
の
間
に

お
け
る
周
辺
植
生
等
（
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
栽

培
を
含
む
。）
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
の
環
境
監
視
を

行
い
、
必
要
な
環
境
保
全
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

（
１
）　

対
象
事
業
実
施
区
域
は
、
久
見
崎
海

　
　

岸
の
一
部
を
埋
め
立
て
る
計
画
と
な
っ

　
　

て
い
る
が
、
埋
立
の
必
要
性
が
明
ら
か

　
　

で
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
明
確
に
す

　
　

る
こ
と
。

（
２
）　

海
岸
地
形
に
つ
い
て
、
埋
立
・
護
岸

　
　

工
事
等
に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

　
　

と
か
ら
、
そ
の
工
事
期
間
中
に
お
い
て

　
　

環
境
監
視
を
行
う
こ
と
。

　
　

冷
却
水
の
取
水
及
び
温
排
水
の
放
水
が
、

　

 

周
辺
海
域
（
川
内
川
を
含
む
。）
の
海
生

生
物
及
び
水
産
資
源
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
、
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
卵
・
稚

仔
の
状
況
、
漁
獲
量
の
変
化
及
び
漁
場
の

状
況
等
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
。

　
　

環
境
保
全
措
置
と
し
て
シ
ー
ル
ド
ト
ン

　

 

ネ
ル
工
法
を
採
用
す
る
と
し
て
い
る
が
、

大
気
質
（
騒
音
、
振
動
）、
水
質
（
水
の

濁
り
）、
底
質
（
有
害
物
質
）
及
び
動
植

物
（
海
域
に
生
息
・
生
育
す
る
も
の
。）

に
係
る
環
境
保
全
措
置
の
有
効
性
に
つ
い

て
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
シ
ー
ル
ド

ト
ン
ネ
ル
工
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
載

し
、
そ
の
有
効
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（
１
）　

今
後
に
お
い
て
、
重
要
な
動
植
物
等

　
　

 

が
確
認
さ
れ
た
場
合
又
は
環
境
に
影
響

を
及
ぼ
す
新
た
な
事
実
が
判
明
し
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
当
市
に
報
告
し
、

そ
の
事
項
に
つ
い
て
の
綿
密
な
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
専
門

家
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
影
響
が
最

小
と
な
る
よ
う
環
境
保
全
措
置
を
検
討

し
、
評
価
書
に
記
載
す
る
な
ど
、
適
切

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

（
２
）　

評
価
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
提

　
　

 

出
さ
れ
た
意
見
を
十
分
に
検
討
す
る
と

と
も
に
、
事
業
計
画
に
係
る
デ
ー
タ
や

温
排
水
の
影
響
に
係
る
資
料
、
評
価
結

果
に
係
る
数
値
等
の
指
標
を
掲
載
す
る

な
ど
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
内
容
と

な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

（
３
）　

環
境
監
視
及
び
事
後
調
査
の
結
果
に

　
　

 

つ
い
て
は
、
随
時
当
市
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
事
業
所
に
お
い
て
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
４
）　

主
要
輸
送
経
路
は
生
活
に
密
着
し
た

　
　

 

道
路
で
あ
り
、
学
校
等
が
沿
線
に
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
工
事
関
係
車
両
等
に

よ
る
騒
音
、
振
動
及
び
排
出
ガ
ス
の
低

減
並
び
に
事
故
等
の
未
然
防
止
に
つ
い

て
、
特
に
配
慮
し
た
計
画
と
な
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。

（
５
）　

地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
、
事

　
　

業
実
施
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
等
の
抑

　
　

制
に
つ
い
て
も
、
適
切
な
対
応
に
努
め

　
　

る
こ
と
。

（
６
）　

事
業
者
に
お
い
て
は
、
そ
の
担
う
役

　
　

 

割
が
、
社
会
的
に
公
益
性
の
高
い
極
め

て
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
今
後
も
、
当
市
議
会
等
の
意
見
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
本
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
市
民
へ
の
積
極
的
な
説
明
や
情
報

提
供
に
努
め
る
こ
と
。

　
　

４　

景
観

　
　

５　

廃
棄
物
等

　
　

６　

土
捨
場

　
　

７　

埋
立
地

　
　

８　

海
生
生
物
及
び
水
産
資
源

　
　

９　

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
法

　
　

10　

全
般
的
事
項
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環
境
科
学
技
術
研
究
所

東
通
原
子
力
発
電
所

日
本
原
燃
株
式
会
社

　

１
日
目
は
、
六
ヶ
所
村
に
あ
る

環
境
技
術
研
究
所
を
、
２
日
目
は

六
ヶ
所
原
燃
P
R
セ
ン
タ
ー
、
日

本
原
燃（
株
）
の
原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
、
東
通
村
の
東
通
原
子
力

発
電
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

長
距
離
の
移
動
で
し
た
が
、
国

の
原
子
力
政
策
で
注
目
を
浴
び
て

い
る
施
設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

参
加
者
全
員
疲
れ
を
み
せ
ず
真
剣

に
、
説
明
さ
れ
る
職
員
の
話
に
聞

き
入
り
、
ま
た
質
問
も
多
く
大
変

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
原
燃（
株
）
の
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
施
設
と
東
通
原
子
力
発
電

所
は
、
大
変
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
厳

し
く
、
施
設
の
入
口
で
は
空
港
の

検
査
場
よ
り
高
性
能
な
金
属
探
知

機
で
調
べ
ら
れ
た
り
、
施
設
内
で

バ
ス
を
乗
り
換
え
た
り
、
徹
底
し

た
管
理
で
、
参
加
者
全
員
驚
い
て

い
ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
村
は
、
現
在
78
基
の
風

車
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
原
子
力

だ
け
で
な
く
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
印
象

的
で
し
た
。

【
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
】

●
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
は
、
資
源

に
乏
し
い
日
本
に
は
、
絶
対
必
要
な
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
国
も
こ
れ

だ
け
の
お
金
を
か
け
て
国
策
と
し
て

や
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
事
が
良
く
分

か
り
ま
し
た
。

●
漠
然
と
し
て
い
た
も
の
を
実
際
に
見

て
確
認
す
る
こ
と
で
具
体
的
な
処
理
方

法
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

●
廃
棄
物
や
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
課
題
は

あ
り
ま
す
が
現
在
と
将
来
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
へ
の
理
解
を
求
め
る
長
年
の

活
動
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
川
内
に
お

い
て
も
広
い
視
野
で
学
び
考
え
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
東
通
原
子
力
発
電
所
】

●
安
全
を
最
優
先
さ
れ
地
域
の
人
々
に

信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
、
広
報
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
信
頼
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
こ
の
見
学
会
を
継
続

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
安
全
運
転
の
為
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
立
し
て
お
り
、

ま
た
地
域
と
の
連
帯
感
が
と
れ
て
い
る

こ
と
を
広
報
紙
で
確
認
で
き
た
が
、
こ

れ
は
長
年
の
広
報
活
動
の
賜
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

７
月
21
日（
火
）、
22
日（
水
）、
本
市
水
引
地

区
の
住
民
14
名
が
青
森
県
に
て
原
子
力
関
連
施

設
を
視
察
し
ま
し
た
。

青
森
地
図

青
森
県
原
子
力
関
連
施
設
視
察
研
修

六
ヶ
所
村
・
東
通
村

参
加
者
の
声

【環境科学技術研究所】
放射性物質の環境循環の調査
や放射線照射の生物に与える
影響の実証研究等を行ってい
ます。

【六ヶ所原燃ＰＲセンター】
年間約１０万人前後の方が見
学に訪れます。初心者の方で
も分かりやすく原子燃料サイ
クル施設の概要を学べます。

【東通原子力発電所】
東通村は人口約 7,500 人の
小さな村です。発電所は沸騰
水型軽水炉（ＢＷＲ）で電気
出力 110万 kWです。今後，
さらに３基の建設が計画され
ています。

ウラン燃料を繰り返し利用し，原子燃料サイクルの完結を目指
し，「ウラン濃縮工場」「高レベル放射性廃棄物貯蔵管理セン
ター」「低レベル放射性廃棄物埋設センター」の３施設が操業。
さらに今後，「再処理工場」「MOX 燃料工場」の操業に向け，
取り組んでいます。

ウラン濃縮工場
燃料加工工場

回収ウラン・
プルトニウム

回収ウラン 使用済燃料

高レベル放射性
廃棄物

ウラン鉱山

MOX燃料工場

再処理工場

原子力発電所

ウラン

ウラン 燃料

燃料

原子燃料サイクル

東通村
〜青森県〜

日本原燃株式会社　再処理工場

六
ヶ
所
村
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川
内
原
子
力
発
電
所

長
島
風
力
発
電
所

　

は
じ
め
に
、
川
内
原
子
力

発
電
所
展
示
館
に
て
川
内
原

子
力
発
電
所
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
次
に
原
子

力
発
電
の
仕
組
み
に
つ
い
て

ビ
デ
オ
で
学
習
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
展
示
館
内
の
実

物
大
の
原
子
炉
模
型
や
原
子

燃
料
サ
イ
ク
ル
、
放
射
線
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
な
が

ら
見
学
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち

の
多
く
は
、
は
じ
め
は
緊
張
し

な
が
ら
も
多
く
の
パ
ネ
ル
や

実
物
大
模
型
を
見
る
に
つ
れ

て
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
楽
し
く

学
習
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

保
護
者
の
方
た
ち
も
、
担
当
者

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
熱
心

に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
川
内
原
子
力
発
電

所
の
構
内
を
バ
ス
で
見
学
し

ま
し
た
。
構
内
で
は
、
１
・
２

号
機
の
原
子
炉
建
屋
を
外
か

ら
見
た
り
放
水
口
、
専
属
自

衛
消
防
隊
の
施
設
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

は
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
室

や
機
械
実
習
室
を
見
学
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
発
電
所

の
中
に
あ
る
中
央
制
御
室
と

全
く
同
じ
仕
様
に
作
ら
れ
て

お
り
、
実
物
と
同
様
の
操
作

が
で
き
る
た
め
、
発
電
所
の

運
転
員
が
技
術
向
上
の
た
め
、

交
替
で
訓
練
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
安
全
性
に
つ
い
て
理

解
で
き
た
」、「
次
回
も
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
い
う
意
見
が

多
く
、
そ
の
他
に
も「
絶
対
は

な
い
の
で
安
全
対
策
を
よ
り

万
全
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
」

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
は
長
島
町
の
風
力
発
電
所
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
長
島
町
の
風
力
発
電
所
は
国

内
最
大
級（
全
国
で
４
番
目
の
規
模
）

で
、
九
州
で
は
最
大
の
風
力
発
電
所

で
す
。
風
車
を
21
基（
１
基
あ
た
り

２
千
４
百
ｋ
Ｗ
）
設
置
し
、
年
間
の

発
電
量
は
約
１
億
ｋ
Ｗ
ｈ
で
、
こ
れ

は
一
般
家
庭
約
３
万
世
帯
が
１
年
間

に
使
用
す
る
電
力
に
相
当
す
る
そ
う

で
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
問
題
や
環
境
問
題
へ

の
対
応
が
急
が
れ
て
い
る
中
、
風
力

発
電
は
枯
渇
す
る
心
配
の
な
い
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

等
の
温
室
効

果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
も
大
き
く
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
は
、
長
時
間
の
見
学
に

疲
れ
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
バ
ス

が
目
的
地
に
近
づ
き
風
車
が
見
え
る

と
一
際
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
め
て
間
近
で
み
る
風
車

の
大
き
さ
に
、
驚
い
た
様
子
で「
す
ご

い
。
大
き
い
。」
な
ど
の
声
が
多
く
、

大
変
喜
ん
で
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
７
日（
金
）、
本
市
の
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
31
名
が
川

内
原
子
力
発
電
所
、
長
島
風
力
発
電
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

夏
休
み
親
子
見
学
会

【実物大原子炉模型】

【原子力発電の仕組み説明】 【ビデオ学習】 【原子炉建屋模型】

川
内
原
子
力
発
電
所

長
島
風
力
発
電
所

職員の説明を熱心にきく子供たち

長島風力発電所施設概要

【操業開始】平成２０年１０月１日
【出力合計】５０，４００ｋＷ
【風車概要】高さ＝１１６m，総重量＝３２０トン
　　　　　 ローター直径＝９２ｍ

【特　　徴】風速３．５ｍ／ｓ（木の葉が少し揺れる程度）で
　　　　　   発電を開始し，風速１２．５ｍ／ｓ以上で定

格出力２，４００ｋＷで運転します。また
強風時（風速２５ｍ／ｓ以上）発電停止し，
さらに風速２８ｍ／ｓ以上となった場合は
風下に向きを変え，風車が受ける風圧を逃
がし，台風等の強風による影響を最小限に
抑える設計になっています。
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平成２０年 平成２１年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

放 　 出 　 量

目標値の

4.2 × 109 

約 1/40

ベクレル

万

約13.6 億 102.7
kwh

％

貯 蔵 量

貯蔵能力の

17,297

46.7

本

％

発電所の運転状況

１号機　出力89万キロワット　営業運転開始／昭和59年７月

２号機　出力89万キロワット　営業運転開始／昭和60年11月

通常運転

通常運転第１８回定期検査

調整
運転

調整
運転

▲

▲

１２／１０定期検査終了

３／２５定期検査終了

【気体】
平成 21年４月１日〜７月 31日

【固体】
平成 21年７月 31日現在

1,868体
1,005体

1,038体
670体

体
15

10

 5

 0

8.8

15.2

消費電力量発電電力量

地熱・風力
原子力

0.3
13.6

（単位：億kWh）

水力
火力

0.2
1.1

億kWh

●運転状況（平成21年7月末現在）

●発電電力量（１, ２号機合計）

●放射性廃棄物（１, ２号機合計）

●県内の発電電力量と消費電力量（7月分） ●使用済燃料の貯蔵状況（平成21年7月31日現在）

補足説明
＊設備利用率：発電電力量
÷（認可出力×暦日時間）
×１００
＊定格熱出力一定運転導入
（平成１４年）により，設
備利用率は１００％を超え
ることがあります。

発電電力

量の合計

設備

利用率
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　この調査は鹿児島県と九州電力㈱が安全協定に基づき，川内原子力発電所周辺の環境の保全と住

民の健康を守るために実施しているものです。

※その他，詳しくは県の広報紙「原子力だより　かごしま　№104」をご覧ください。

単位：ミリグレイ /91 日

調　査 分析・監視 結果公表

環境放射線調査結果（川内原子力発電所周辺）

調査
期間

調査
項目

調査
結果

　　　
補　足

説　明

・鹿児島県及び九州電力㈱は，それぞれ独自に調査・分析を行っています。
・得られている測定値のほとんどは自然放射線によるものです。
・調査結果は学識経験者で構成される「鹿児島県環境放射線モニタリング技術委
　員会」の指導・助言を得て検討評価を行い，３か月ごとに公表されています。

・昭和56年７月から操業前調査，昭和58年７月から監視調査を実施しています。
・今回は平成21年１月から３月までの調査結果です。

・空間放射線量・・・積算線量の測定は47地点（モニタリングポイント）で実施。
・環境試料の放射線・・・海洋10試料，陸上27試料について実施。

・空間放射線量，環境試料の放射能ともこれまでの調査結果と比較して同程度の
　レベルであり，異常は認められませんでした。

・データの処理，監視
・環境試料の分析

・モニタリングステーション
・モニタリングポスト
・モニタリングカー
・環境試料採取（陸・海）

・原子力安全対策連絡協議会
・報告書

http://www.env.pref.kagoshima.jp/houshasen/
●環境放射線監視情報
　ホームページアドレス → 検索

空間放射線量　地区別ポイント

環境放射線調査のしくみ

久見崎町 港町 寄田町 湯田町

高江町湯島町網津町

境界東

浜田

唐山

宮園

池之段

平島

砂岳

瀬戸地

今回　0.13

今回　0.12

今回　0.10

今回　0.13

今回　0.13

今回　0.13

今回　0.15

今回　0.12

過去最大　0.15

過去最大　0.13

過去最大　0.12

過去最大　0.14

過去最大　0.15

過去最大　0.15

過去最大　0.16

過去最大　0.15

水引町



日
　
程

日
　
程

INFORMATION／お知らせ　（原子力関連施設視察研修）

◆日本原子力発電㈱　東海テラパーク
◆三菱原子燃料㈱
◆アトムワールド
◆東海研究開発センター原子力科学研究所

市内に在住する１８歳以上の方
◆これまでに参加した方は応募できません。
※見学後，アンケート及び感想文を提出して
　いただきます。

平成２１年１０月２３日（金）
当日消印有効

〒８９５－８６５０
薩摩川内市神田町３番２２号
本庁　原子力対策課（内線４６３３）

応募者が多数の場合は，市で厳正に抽
選を行います。抽選の結果は，当選者
への通知をもって発表にかえさせてい
ただきます。なお，代理参加はできま
せん。

官製ハガキに
①希望コース　②氏名（フリガナ）
③住所　④生年月日　⑤性別
⑥電話番号を明記の上，お申し込みください。
◆ご応募は，ハガキ１枚につき１コース１名
　の応募とします。※１コース１枚まで
◆本人以外の申し込み，記入の間違いがあっ
　た場合は無効とします。

◆九州電力㈱天山揚水発電所・展示館
◆九州電力㈱玄海原子力発電所
　玄海エネルギーパーク

　本市では，国の広報・安全等対策交付金事業の一環として，原子力に関する知識，理
解を深めていただくことを目的に下記の内容で視察研修を実施しています。この研修に
係る参加費用は無料ですので，奮ってご応募ください。

【編集・発行】　
薩摩川内市　企画政策部　原子力対策課
薩摩川内市　市民福祉部　環境課
〒８９５- ８６５０　薩摩川内市神田町３番２２号
電話　０９９６−２３−５１１１　FAX　０９９６−２５−１７０４

茨城県東海村コース

佐賀県玄海町コース

・１１月１６日（月）〜１８日（水）

・１１月20日（金）〜 21日（土）

川内駅（８：２０発）   →　鹿児島空港　→　羽田空港 　→　昼食（車内）
→　日本原子力発電㈱東海テラパーク　→　ホテル（水戸市内）

川内文化ホール前（７：１５発）   →　姶良IC　→　えびのPA　→　玉名PA
→　鳥栖JCT　→　多久IC　→　多久市内（昼食）　→　厳木町
→　天山揚水発電所・展示館　→　ホテル（伊万里市内）

ホテル  →　三菱原子燃料㈱　→　昼食 　→　アトムワールド
→　東海研究開発センター原子力科学研究所　→　ホテル（水戸市内）

ホテル  →　玄海原子力発電所・玄海エネルギーパーク　→　昼食 　
→　多久IC　→　金立SA　→　鳥栖JCT　→　北熊本SA　→　えびのPA　
→　姶良IC　→　川内文化ホール前（１８：３０着　解散（予定））

ホテル  →　羽田空港（昼食）　→　鹿児島空港 　
→　川内駅（１７：４５着　解散（予定））

対象者 締切日

その他

応募
方法

問合・
応募先

1日目

1日目

２日目

２日目

３日目

募／集／要／項

参加
募集


